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本
校
は
文
部
科
学
省
よ
り
平
成
十
九

年
度
か
ら
Ｓ
Ｓ
Ｈ
（
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ

ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
）
の
指
定
を
受
け
、

今
年
三
月
で
Ⅱ
期
十
年
目
を
終
え
よ
う

と
し
て
い
る
。
こ
の
十
年
間
で
、
多
く

の
科
学
技
術
系
の
人
材
を
育
成
し
て
き

た
。
活
動
成
果
は
国
内
外
で
高
い
評
価

を
受
け
、
た
び
た
び
メ
デ
ィ
ア
で
も
紹

介
さ
れ
て
き
た
。

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
丸
六
年
。
復
興

も
進
ん
で
い
る
中
で
、
未
だ
原
発
事
故

に
よ
る
風
評
は
払
拭
さ
れ
て
い
な
い
現

状
が
あ
る
。
県
内
放
射
線
量
の
調
査
結

果
の
国
内
外
へ
の
発
信
、
好
適
環
境
水

を
活
用
し
た
福
島
復
興
へ
の
取
り
組
み

な
ど
、
福
島
高
校
Ｓ
Ｓ
Ｈ
は
福
島
復
興

に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
今
、
本
校
Ｓ
Ｓ
Ｈ
は
新
た
な
五
年
間

の
指
定
に
向
け
て
準
備
を
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
活
動
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
福
島
創
生
を

担
う
人
材
、
そ
し
て
世
界
で
活
躍
す
る

科
学
技
術
系
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て

い
く
。

　
今
後
の
福
島
、
日
本
を
担
う
人
材
が

育
っ
て
い
く
こ
と
に
期
待
し
た
い
。

福
島
か
ら
世
界
へ

〜
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
役
割
〜
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福
島
高
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

Ｏ
Ｂ・Ｏ
Ｇ
会

「
創
立
70
周
年
を
祝
う
」

16
回
奨
学
金

健
坊
杯 

半
世
紀
で
お
終
い

本
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
は
１
月
２

日
、
創
立
７
０
周
年
記
念
祝

賀
会
（
Ｏ
Ｇ
輩
出
１
０
周
年

を
兼
ね
る
）
を
開
催
し
ま
し

た
。
本
校
同
窓
会
役
員
並
び

に
市
内
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
部
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会

の
方
々
の
ご
臨
席
を
賜
わ
り
、

萩
原
義
弘
会
長
以
下
１
１
０

名
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
が
出
席
し

ま
し
た
。
渡
辺
健
寿
同
窓
会

長
、
高
橋
雅
行
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
部
Ｏ
Ｂ
会
長
か
ら
祝
辞
を

賜
わ
り
、
歴
代
会
長
の
故
斎

藤
芳
高
、
小
林
忠
道
、
高
橋

一
夫
の
各
氏
の
功
労
者
表
彰

を
行
い
、
続
い
て
小
林
忠
道

名
誉
会
長
と
安
西
わ
か
な
Ｏ

Ｇ
１
期
生
の
記
念
講
演
を
行

い
ま
し
た
。
祝
宴
は
、
渡
辺

博
美
常
任
幹
事
の
発
声
で
乾

杯
し
、
高
校
時
代
の
思
い
出

と
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
談
義

に
花
を
咲
か
せ
、
和
や
か
に

親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

我
ら
16
回
生
は
、
先
の
大
戦
の
敗
戦
の

年
に
生
ま
れ
た
。
育
ち
ざ
か
り
に
あ
の

食
糧
難
を
乗
り
越

え
て
育
っ
た
子
供

で
、
梅
章
に
憧
れ

て
漸
く
母
校
の
門

を
く
ぐ
っ
た
。
先

生
方
に
最
初
に
言

わ
れ
た
こ
と
は「
諸

君
ら
は
非
常
に
出

私
た
ち
福
高
三
回

卒
は
、
昭
和
二
〇
年

四
月
に
旧
制
福
島
中

学
に
入
学
、
四
ヶ
月

半
後
に
終
戦
、
爾
後
、

中
学
・
高
校
を
経
て
、

昭
和
二
十
六
年
三
月
、
六
年
間
在
籍
し
、
新

制
高
校
三
回
卒
と
し
て
卒
業
し
ま
し
た
。

健
坊
杯
ゴ
ル
フ
愛
好
会
は
、
三
回
卒
の
同

級
生
が
秋
に
年
一
回
、
地
元
の
「
福
島
ゴ
ル

フ
倶
楽
部
（
民
報
コ
ー
ス
）」
に
て
開
催
し
、

そ
の
夜「
懇
親
会
」を
開
く
の
が
定
例
で
し
た
。

昭
和
四
十
二
年
に
第
一
回
を
ス
タ
ー
ト
し

て
か
ら
中
断
す
る
こ
と
な
く
、
昨
年
一
〇

月
の
第
五
〇
回
で
一
応
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

五
〇
年
・
半
世
紀
の
永
き
に
わ
た
っ
て
、
第

来
の
悪
い
福
高
生
で
あ
る
。
例
年
の
合
格

点
よ
り
10
点
も
悪
い
。」
と
い
う
お
叱
り

で
あ
っ
た
。
苦
労
し
て
母
校
に
入
っ
た
途

端
の
説
教
だ
っ
た
の
で
、
聊
か
が
っ
か
り

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
高
校
生
活
を
大
い

に
楽
し
ん
だ
連
中
ば
か
り
で
、
多
士
済
々
、

個
性
派
ば
か
り
で
ヤ
ン
チ
ャ
も
結
構
し
て

先
生
方
を
手
こ
ず
ら
せ
た
。
と
り
わ
け
Ｋ

君
は
大
物
で
話
題
提
供
者
の
人
気
者
だ
っ

た
。
一
昨
年
、
彼
が
母
校
を
訪
ね
母
校
の

た
め
に
想
像
も
つ
か
な
い
莫
大
な
寄
付
を

申
し
出
た
が
、
学
校
へ
の
寄
付
は
県
費
に

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
、
当
時
の
川
崎

同
窓
会
会
長
に
小
生
か
ら
ご
相
談
を
頂
い

一
回
か
ら
最
後
ま
で
、
運
営
・
幹
事
役
を
務

め
て
く
れ
た
篠
木
茂
夫
君
（
野
球
部
で
春
県

大
会
で
優
勝
し
た
名
投
手
）
に
は
、
本
当
に

ご
苦
労
を
戴
き
ま
し
た
。
用
意
さ
れ
た
商
品

に
は
心
の
こ
も
っ
た
数
々
が
い
つ
も
準
備
さ

れ
て
て
ビ
ッ
ク
リ
。
深
く
感
謝
し
ま
す
。

ま
た
懇
親
会
に
は
、
ゴ
ル
フ
を
行
わ
な
い

同
期
生
も
参
加
し
て
、
紅
顔
の
福
校
生
の
こ

ろ
に
帰
っ
て
の
思
い
出
話
で
、
い
つ
も
愉
快

な
懇
親
会
に
な
り
ま
す
。

我
々
も
齢
八
〇
歳
を
越
え
ま
し
た
。

ゴ
ル
フ
参
加
者
は
、
多
い
時
で
四
十
五
名

前
後
の
時
も
あ
り
ま
し
た
が
、
最
後
は
八
人
・

二
組
で
の
コ
ン
ペ
で
し
た
。
ス
コ
ア
等
も

中
々
立
派
で
、
80
を
切
ら
な
い
と
優
勝
で
き

ず
、
ま
た
ペ
リ
ア
に
な
っ
て
も
ア
ン
ダ
ー
で

頑
張
る
強
者
が
居
る
の
に
は
驚
き
で
す
。
永

い
年
月
の
コ
ン
ペ
の
中
で
、
一
回
も
ホ
ー
ル

イ
ン
ワ
ン
が
無
か
っ
た
の
が
非
常
に
心
残
り

で
す
。

た
の
で
、
ま
ず
Ｋ
君
の
真
意
（
今
と
な
っ

て
は
Ｋ
君
に
大
変
失
礼
を
し
た
と
思
っ
て

い
る
。）
を
小
生
が
同
級
の
誼
で
聞
く
こ

と
と
な
っ
た
。
彼
曰
く
「
福
高
生
で
あ
る

こ
と
を
誇
り
に
思
い
、
今
日
ま
で
頑
張
っ

て
こ
ら
れ
た
。
こ
れ
も
偏
に
母
校
の
お
か

げ
だ
。
つ
い
て
は
何
が
し
か
の
形
で
恩
返

し
を
し
た
い
。」
こ
れ
は
嬉
し
か
っ
た
し

泣
け
ま
し
た
ね
。
３
年
間
母
校
で
培
わ
れ

た
福
高
精
神
が
彼
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
と
し
て
脈
々

と
生
き
続
け
て
い
た
、
ま
さ
に
「
花
咲
き

実
り
て
世
の
た
め
立
た
ん
。」
で
す
。
在

校
生
諸
君
に
大
い
な
る
エ
ー
ル
を
送
る
と

共
に
我
が
母
校
に
栄
え
あ
れ
。

健
坊
杯
の
名
称
の
由
来
は
、
福
高
時
代
に

野
球
部
の
セ
カ
ン
ド
だ
っ
た
飛
島
健
君
（
父

親
は
当
時
の
福
島
民
報
社
の
社
長
定
城
氏
、

彼
の
実
家
と
私
の
家
は
五
百
メ
ー
ト
ル
の
距

離
、
期
末
試
験
に
は
よ
く
彼
の
家
で
泊
ま
っ

て
勉
強
し
た
も
の
で
す
。）
そ
の
彼
が
大
学

三
年
の
時
に
早
逝
し
た
為
、
彼
を
偲
ぶ
よ
す

が
と
し
て
、
ま
た
そ
の
他
の
メ
ン
バ
ー
の
供

養
も
含
め
て
、
健
坊
杯
と
し
ま
し
た
。

参
加
者
に
は
、
故
人
で
は
、
奥
山
健
一
君

（
元
福
島
県
副
知
事
）、
羽
田
孝
夫
君
（
元
福

島
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
社
長
）、
現
役
で
は
後
藤

亘
君
（
元
Ｆ
Ｍ
東
京
社
長
）
等
多
彩
な
顔
ぶ

れ
で
す
。

最
後
に
、
優
勝
カ
ッ
プ
の
優
勝
者
の
名
前

を
書
い
た
「
タ
ッ
グ
」
が
五
〇
本
も
つ
い
て

い
る
の
が
壮
観
で
し
た
。

今
回
の
五
〇
回
の
記
念
大
会
を
も
っ
て
健

坊
杯
は
一
応
終
了
し
ま
す
が
、
次
か
ら
は
有

志
だ
け
の
参
加
者
で
続
け
て
い
く
予
定
で
す
。

福
島
高
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会

事
務
局
長
　
鈴
木 

宏
幸
（
高
36
回
卒
）

第
16
回
卒
　
久
米 

允
彦 

関
東
梅
苑
会
顧
問
　
山
口 

隆
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昨
年
５
月
９
日
、
川
崎
眞
二
前
会

長
は
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
川
崎
前
会

長
は
平
成
23
年
11
月
、
同
窓
会
長
に

就
任
さ
れ
、
母
校
の
発
展
を
期
し
て

同
窓
会
の
活
性
化
、
会
員
の
増
強
に

大
い
に
力
を
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。
前

会
長
を
偲
び
な
が
ら
、
心
か
ら
ご
冥

福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　
前
会
長
在
任
中
に
は
、
東
日
本
大

震
災
の
後
、
逆
境
に
あ
る
在
校
生
を

元
気
づ
け
る
た
め
に
、
福
島
高
校
の

徽
章
「
梅
花
」
に
因
ん
で
太
宰
府
の

梅
を
福
島
高
校
へ
と
い
う
計
画
を
同

窓
会
全
体
の
事
業
と
し
て
引
き
受
け

進
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
２
月
、
前
会
長
自
ら
太

宰
府
天
満
宮
に
赴
き
５
本
の
梅
の
恵

与
を
受
け
て
以
来
、
毎
年
の
交
流
が

あ
り
、
昨
年
２
月
に
は
当
方
か
ら
太

宰
府
へ
お
礼
参
り
、
「
福
高
の
暁
」

を
献
梅
、
６
月
と
11
月
に
は
太
宰
府

か
ら
梅
木
剪
定
に
来
校
し
て
い
た
だ

く
な
ど
、
事
業
は
福
島
高
校
同
窓
会

と
太
宰
府
と
を
結
ぶ
強
い
絆
と
し
て

定
着
し
て
い
ま
す
。

　
川
崎
前
会
長
は
、
同
期
会
に
加
え

地
域
、
職
域
、
部
活
動
Ｏ
Ｂ
会
な
ど

の
連
携
を
縦
横
の
糸
に
織
り
込
ん
で

密
に
し
同
窓
会
組
織
を
強
固
に
す
る

と
い
う
こ
と
を
常
々
提
唱
し
て
お
ら

れ
ま
し
た
。
私
は
、
川
崎
前
会
長
の

ご
遺
志
を
引
き
継
ぎ
、
関
東
梅
苑
会
、

み
や
ぎ
梅
苑
会
に
加
え
、
地
域
同
窓

会
、
職
域
同
窓
会
を
立
ち
上
げ
、
各

部
活
の
Ｏ
Ｂ
会
か
ら
同
窓
会
役
員
、

理
事
を
引
き
受
け
て
い
た
だ
く
な
ど

同
窓
会
組
織
の
一
層
の
充
実
を
は
か

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
昨
年
４
月
、
高
校
第
16
回
卒
業
生

の
篤
志
に
よ
り
、
本
校
を
卒
業
し
経

済
的
に
困
窮
の
事
情
に
あ
っ
て
人
物

及
び
学
業
と
も
に
優
れ
大
学
に
進
学

し
た
生
徒
に
大
学
入
学
一
時
金
と
し

て
50
万
円
を
給
付
す
る
と
い
う
福
島

県
立
福
島
高
校
同
窓
会
一
六
回
奨
学

金
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
第

一
期
生
と
し
て
５
名
の
生
徒
を
採
用

決
定
し
、
８
月
19
日
に
第
１
回
の
奨

学
金
授
与
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
５
月
14
日
、
「
福
島
高
校
」
の
校

名
の
縁
で
来
校
さ
れ
た
福
岡
県
立
福

島
高
校
同
窓
生
よ
り
、
福
島
の
復
興
、

福
島
高
校
の
発
展
を
祈
念
す
る
「
希

望
の
桜
」
の
寄
贈
を
受
け
ま
し
た
。

　
５
月
27
日
に
は
関
東
梅
苑
会
総
会
、

９
月
15
日
に
は
み
や
ぎ
梅
苑
会
総
会

が
開
催
さ
れ
、
私
も
出
席
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
会
の

結
集
力
の
強
さ
を
目
の
当
た
り
に
し

て
大
い
に
感
激
い
た
し
ま
し
た
。

　
同
窓
会
総
会
は
11
月
25
日
福
島
グ

リ
ー
ン
パ
レ
ス
に
お
い
て
３
０
０
名

を
超
え
る
同
窓
生
の
参
加
を
得
て
盛

会
裡
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
総
会
で
は
大
橋
靖
雄
氏
（
高
校

第
24
回
卒
）
の
記
念
講
演
「
が
ん
予

防
と
疫
学
」
と
在
校
生
合
唱
部
の
合

唱
で
会
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
平
成
30
年
度
に
は
福
島
高
校
創
立

１
２
０
周
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り

ま
す
の
で
、
現
在
、
記
念
事
業
、
記

念
式
典
の
準
備
立
ち
上
げ
の
段
階
で

す
。
会
員
の
皆
様
に
は
一
段
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

同窓会会長
渡辺 健寿
（高校第17回卒）

「
川
崎
前
会
長
の

志
を
継
い
で
」

お
悔
や
み

　
平
成
28
年
度
「
福
高
同
窓
会
総
会
」

が
11
月
25
日
（
金
）
18
時
か
ら
ホ
テ
ル

福
島
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
総
会
に
先
立
っ
て
中
央
大
学
理

工
学
部
人
間
総
合
理
工
学
科
教
授
・
東

京
大
学
名
誉
教
授
の
大
橋
靖
雄
氏
（
高

校
24
回
卒
）
に
よ
る
「
が
ん
予
防
と
疫

学
」
と
題
し
た
記
念
講
演
が
あ
り
ま
し

た
。
大
橋
氏
の
講
演
は
、
平
成
23
年
度

総
会
に
続
く
も
の
で
疫
学
に
つ
い
て
の

説
明
か
ら
、
情
報
化
社
会
を
生
き
る
わ

れ
わ
れ
が
正
し
い
情
報
を
い
か
に
見
極

め
る
か
ま
で
資
料
を
提
示
し
な
が
ら
時

に
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
熱
く
講
演
頂
き

ま
し
た
。
さ
ら
に
福
島
高
校
合
唱
部
に

よ
る
合
唱
が
披
露
さ
れ
混
声
の
美
し
い

調
べ
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
各
議
案
の
承
認
が
な
さ
れ
、

つ
づ
い
て
行
わ
れ
た
懇
親
会
も
盛
況
の

う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
川
崎
眞
二
前
会
長
は
同
窓
会
発
展
の
た
め
に
精
力
的
に
行
動
さ
れ
、

大
き
な
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
同
窓
会
一

同
は
、
前
会
長
の
意
思
を
受
け
継
ぎ
、
新
会
長
の
下
、
さ
ら
な
る
発
展

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
第
２
回
役
員
会
の
席
上
、
川
崎
前
会
長

の
ご
長
女
恵
美
子
様
か
ら
「
太
宰
府
の
梅
基
金
」

に
多
大
な
る
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の

場
を
お
借
り
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

福高

同窓会総会
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1.収入の部 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘要
(1)繰越金 2,394,792 2,394,792 
(2)入会金 945,000 933,000 卒業生（311名×3,000円）
(3)年会費 2,915,000 3,051,000 卒業生（311名×1,000円)

会員（1,096名)
(4)雑収入 100,000 13,216 オリジナルタオル売り上げ、利息等
(5)繰入金 0 0 

合　　計 6,354,792 6,392,008

1.収入の部 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘要
(1)繰越金 9,868,082 9,868,082 
(2)会費 1,500,000 1,363,200 卒業生（311名×1,000円）

会員（689名）
(3)雑収入 1,500 38,941 利息、タオル・CD売り上げ

合　　計 11,369,582 11,270,223

1.収入の部 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘　　　　　　　要
(1)繰越金 2,698,226 2,698,226 
(2)積立金 500,000 500,000 平成28年度分
(3)雑収入 350 261 利息

合　　計 3,198,576 3,198,487

1.収入の部 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘　　　　　　　要
(1)繰越金 0 0 
(2)積立金 3,500,000 3,500,000 平成28年度分
(3)雑収入 0 0 利息

合　　計 3,500,000 3,500,000

1.収入の部 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘　　　　　　　要
(1)繰越金 1,384,994 1,384,994 
(2)積立金 0 200,000 同窓会後援会より
(3)同窓会梅基金 1,000,000 898,200 同窓会会員（739名）
(4)雑収入 50 96 利息

合　　計 2,385,044 2,483,290

2.支出の部 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘　　　　　　　要
(1)飛び梅接待関係 600,000 1,021,788 旅費、接待費、諸経費
(2)飛び梅管理費 40,000 10,800 消毒代
(3)予備費 1,745,044 0 

合　　計 2,385,044 1,032,588

2.支出の部 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘要
(1)後援会費 1,000,000 1,068,950 同窓会HP開設・更新、タオル・

クリアファイル・CDプレス等
(2)部活動助成 700,000 506,480 全国大会出場助成等
(3)梅苑会館維持管理費 500,000 500,000 
(4)太宰府梅基金積み立て 0 200,000 
(5)予備費 9,169,582 0 

合　　計 11,369,582 2,275,430

2.支出の部 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘　　　　　　　要
(1)修繕費 0 0 梅苑会館修繕費

合　　計 0 0

2.支出の部 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘　　　　　　　要
(1)交付金 3,500,000 2,500,000 平成28年度交付金（５名）

合　　計 0 2,500,000

1.収入の部 （単位：円）

項目 予算額 摘要
(1)繰越金 1,142,911 
(2)入会金 945,000 卒業生（315名×3,000円）
(3)年会費 2,915,000 卒業生（315×1,000円）

会員（約1,300名×2,000円）
(4)雑収入 50,000 利息、寄付金等
(5)繰入金 500,000 母校後援会会計より

合　　計 5,552,911 

2.支出の部 （単位：円）

項目 予算額 摘要
１.事業費 3,530,000 

(1)総会費 600,000 定期総会開催に関する費用
(2)会報費 2,600,000 梅苑会報印刷、郵送代、振替用紙
(3)母校後援費 280,000 卒業生証書ホルダー
(4)特別事業費 50,000 

２.運営費 905,000 
(1)会議費 250,000 役員会、幹事会
(2)事務諸費 5,000 振り込み手数料他
(3)交際費 200,000 関東・みやぎ梅苑会お祝い、職員餞別、その他
(4)慶弔費 50,000 
(5)通信費 50,000 切手、葉書代
(6)旅　費 300,000 関東・みやぎ梅苑会出席者旅費
(7)雑　費 50,000 

３.会員名簿管理費 702,000 平成28年度分会員名簿管理費
４.予備費 415,911 

合　　計 5,552,911 
項目間の流用をお認め願います。

2.支出の部 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘要
１.事業費 3,580,000 3,558,627 

(1)総会費 600,000 625,346 定期総会開催に関する費用
(2)会報費 2,600,000 2,657,521 梅苑会報印刷、郵送代、振替用紙
(3)母校後援費 280,000 275,760 卒業生証書ホルダー
(4)特別事業費 100,000 0 

２.運営費 855,000 988,470 
(1)会議費 250,000 236,796 平成27年第２回、Ｈ28年第１回役員会
(2)事務諸費 5,000 4,020 振り込み手数料、文具費
(3)交際費 150,000 208,576 関東･みやぎ梅苑会参加費、転出者餞別
(4)慶弔費 100,000 31,470 
(5)通信費 50,000 35,130 往復葉書、切手
(6)旅　費 250,000 472,478 関東･みやぎ梅苑会出席旅費
(7)雑　費 50,000 0 

３.会員名簿管理費 710,000 702,000 平成27年度分会員名簿管理費
４.予備費 1,209,792 0 

合　　計 6,354,792 5,249,097

平成29年度 一般会計予算書 平成28年度 一般会計決算書

平成28年度 母校後援会費決算書

平成28年度 福島高校同窓会梅苑会館維持管理会計決算書（特別会計）

平成28年度 福島高校同窓会一六回奨学金会計決算書

平成28年度 県立福島高校同窓会太宰府梅基金会計決算書

1.収入の部 （単位：円）

項目 予算額 摘要
(1)繰越金 8,994,793 
(2)会費 1,500,000 卒業生（315名×1,000円）、会員（約750名）
(3)雑収入 1,500 利息等

合　　計 10,496,293

1.収入の部 （単位：円）

項目 予算額 摘要
(1)繰越金 3,198,487 
(2)積立金 500,000 母校後援会会計より
(3)雑収入 300 利息等

合　　計 3,698,787

1.収入の部 （単位：円）

項目 予算額 摘要
(1)繰越金 1,000,000 
(2)同窓会寄付金 3,500,000 平成29年度寄付金
(3)雑収入 50 利息

合　　計 4,500,050

1.収入の部 （単位：円）

項目 予算額 摘要
(1)繰越金 1,450,702 
(2)同窓会梅基金 900,000 同窓会会費梅基金より
(3)積立金 200,000 母校後援会より
(4)雑収入 100 利息等

合　　計 2,550,802

2.支出の部 （単位：円）

項目 予算額 摘要
(1)後援会費 1,000,000 母校への助成
(2)部活動助成 700,000 全国大会出場の部への激励金
(3)梅苑会館維持管理費 500,000 
(4)太宰府梅基金積み立て 200,000 
(5)予備費 8,096,293 一般会計への繰入金等

合　　計 10,496,293
項目間の流用をお認め願います。

2.支出の部 （単位：円）

項目 予算額 摘要
(1)修繕費 200,000 布団代等
(2)予備費 3,498,787 

合　　計 3,698,787

2.支出の部 （単位：円）

項目 予算額 摘要
(1)交付金 3,500,000 平成29年度交付金（７名）
(2)予備費 1,000,050 

合　　計 4,500,050

2.支出の部 （単位：円）

項目 予算額 摘要
(1)飛び梅接待関係 400,000 交際費、接待費、諸経費等
(2)飛び梅管理費 40,000 肥料・消毒代等
(3)予備費 2,110,802 

合　　計 2,550,802
項目間の流用をお認め願います。

平成29年度 母校後援会費予算書

平成29年度 福島高校同窓会梅苑会館維持管理会計予算書（特別会計）

平成29年度 一六回奨学金会計予算書

平成29年度 県立福島高校同窓会太宰府梅基金会計予算書

収入決算額･･･6,392,008円　支出決算額･･･5,249,097円　次年度へ繰越額･･･1,142,911円

収入決算額･･･11,270,223 円　支出決算額･･･2,275,430円　次年度へ繰越額･･･8,994,793円

収入決算額･･･3,198,487円　支出決算額･･･0円　次年度へ繰越額･･･3,198,487円

収入決算額･･･3,500,000円　支出決算額･･･2,500,000円　次年度へ繰越額･･･1,000,000円

収入決算額･･･2,483,290円　支出決算額･･･1,032,588円　次年度へ繰越額･･･1,450,702円

平成29年度予算書（28年９月１日～29年8月31日） 平成28年度決算書（27年９月１日～28年8月31日）
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関
東
梅
苑
会
だ
よ
り

■
Ｂ
作
さ
ん
の

　
高
校
時
代
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

信
じ
て
も
ら
え
な
い
で
し
ょ
う
が
、

勉
強
一
筋
の
少
年
で
し
た
。
部
活
は
中

学
時
代
（
大
鳥
中
）
か
ら
や
っ
て
い
た

吹
奏
楽
。
で
も
２
年
で
や
め
て
か
ら
は

受
験
勉
強
で
す
。
と
に
か
く
東
京
の
大

学
に
行
き
た
か
っ
た
。
そ
れ
も
早
稲
田

に
行
き
た
か
っ
た
ん
で
す
。
当
時
は
学

校
の
雰
囲
気
す
べ
て
が
そ
う
だ
っ
た
。

「
勉
強
や
れ
、
勉
強
や
れ
」
と
い
う
雰

囲
気
。
先
生
同
士
も
「
お
れ
の
ク
ラ
ス

か
ら
東
北
大
に
何
人
受
か
っ
た
」
な
ん

て
競
争
し
て
い
る
よ
う
な
感
じ
で
し

た
。だ

か
ら
、
女
の
子
と
会
話
し
た
記
憶

は
あ
り
ま
せ
ん
。
３
両
編
成
の
飯
坂
電

車
１
両
目
の
後
方
に
乗
る
桜
の
聖
母

の
女
子
高
生
と
会
え
れ
ば
、
そ
の
一
日

ラ
ッ
キ
ー
み
た
い
な
奥
手
な
生
徒
で

し
た
。
学
校
も
男
ば
か
り
で
事
務
室
の

女
性
が
本
当
に
美
し
く
見
え
た
。
実
際

き
れ
い
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
け
ど
。

将
来
の
夢
は
商
社
マ
ン

■
大
学
受
験
は
い
か
が
で
し
た
か
。

早
稲
田
大
学
商
学
部
に
現
役
合
格

し
ま
し
た
。
慶
応
と
か
明
治
も
受
け
た

け
ど
、
す
べ
て
商
学
部
。
将
来
、
商
社

マ
ン
に
な
り
た
く
て
ね
。
入
学
後
す
ぐ

に
「
外
交
学
会
」
と
い
う
サ
ー
ク
ル
に

入
っ
た
り
、
英
会
話
の
勉
強
も
始
め
ま

し
た
。
だ
か
ら
毎
日
が
下
井
草
の
下
宿

と
学
校
の
往
復
で
す
。
下
宿
の
大
家
さ

ん
か
ら
「
た
ま
に
は
友
達
で
も
連
れ
て

ら
っ
し
ゃ
い
」
な
ん
て
言
わ
れ
た
ほ
ど

で
し
た
。

で
も
、
５
月
に
な
っ
た
ら
、
す
べ
て

が
厭
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
。
き
っ
か
け
は

今
で
も
分
か
り
ま
せ
ん
。
大
学
に
行
か

ず
、
歌
舞
伎
町
の
ジ
ャ
ズ
喫
茶
で
時
間

を
過
ご
す
毎
日
。
そ
ん
な
生
活
が
し
ば

ら
く
続
い
た
あ
る
日
、
た
ま
た
ま
下
宿

で
『
若
者
た
ち
』
と
い
う
青
春
ド
ラ
マ

の
再
放
送
を
見
た
。
確
か
土
曜
日
の
夕

方
だ
っ
た
か
な
。
同
世
代
の
若
者
の
一

生
懸
命
に
生
き
る
姿
を
見
て
、
こ
の
ま

ま
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て
は
い
け
な
い
と
一

念
発
起
。
何
故
か
演
劇
に
向
か
う
ん
で

す
。そ

れ
が
早
稲
田
の
学
生
劇
団
「
木
霊

（
こ
だ
ま
）」
で
、
久
米
宏
さ
ん
や
田
中

真
紀
子
さ
ん
が
所
属
さ
れ
て
い
た
と

こ
ろ
。
こ
こ
で
人
生
が
ガ
ラ
ッ
と
変
わ

り
ま
し
た
。

■
劇
団
で
の
生
活
は
。

新
人
で
す
か
ら
昼
は
大
道
具
づ
く

り
、
夜
は
先
輩
た
ち
の
稽
古
を
見
て
勉

強
で
す
。
チ
ェ
ー
ホ
フ
の
『
か
も
め
』

と
か
ね
。
学
生
同
士
で
す
が
、
思
う
よ

う
に
演
技
が
で
き
な
く
て
、
怒
ら
れ
た

り
泣
い
た
り
の
厳
し
い
世
界
。
で
も
稽

古
が
終
わ
れ
ば
劇
団
員
一
同
、
輪
に

な
っ
て
劇
団
歌
を
歌
っ
た
り
、
酒
を
飲

ん
で
騒
い
だ
り
。
飲
め
な
か
っ
た
お
酒

も
飲
め
る
よ
う
に
な
っ
て
、
好
き
な
女

性
も
で
き
ま
し
た
。

最
初
は
裏
方
で
し
た
が
、
あ
る
日

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
あ
っ
て
、
新
入
生

20
人
の
中
か
ら
私
１
人
だ
け
役
を
い

た
だ
い
た
。「
お
ま
ち
ど
う
、
ラ
ー
メ

ン
一
丁
」
な
ん
て
言
っ
て
、
交
番
に
出

前
を
届
け
る
青
年
の
役
で
す
が
、
こ
の

役
で
自
信
を
持
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
、

俳
優
の
道
に
引
き
ず
り
込
ま
れ
て
い

き
ま
し
た
。

春
と
秋
の
年
２
回
公
演
で
す
が
、
毎

日
が
稽
古
で
す
。
た
ま
に
学
校
の
授
業

に
出
る
と
、
仲
間
は
「
な
ん
だ
。
授

業
な
ん
か
出
る
な
」
と
い
う
感
じ
で
し

た
。
そ
う
こ
う
し
て
大
学
は
３
年
で
や

め
て
俳
優
を
目
指
し
ま
し
た
。

憧
れ
の
早
稲
田
を
中
退

■
め
ざ
し
た
の
が
、

　
ど
う
し
て
俳
優
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

大
学
を
や
め
て
就
職
で
き
な
い
人

間
の
進
む
道
は
、
な
ぜ
か
俳
優
し
か
な

い
と
決
め
て
し
ま
っ
た
。
今
思
え
ば
俳

優
の
ほ
う
が
普
通
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

よ
り
食
べ
る
の
が
大
変
な
の
に
ね
。
思

い
当
た
る
の
は
小
学
校
４
年
か
ら
６

年
ま
で
演
劇
部
に
入
っ
て
い
た
こ
と
。

も
し
か
し
た
ら
心
の
奥
底
に
こ
の
経

験
が
あ
っ
た
の
か
も
。
顧
問
の
先
生
が

脚
本
を
書
い
て
演
出
し
て
、
年
に
何
度

か
公
演
し
た
り
、
校
内
放
送
で
ラ
ジ
オ

ド
ラ
マ
も
や
り
ま
し
た
。
放
課
後
は
講

堂
で
先
生
に
厳
し
く
演
技
指
導
さ
れ

た
。「
演
劇
は
厳
し
い
も
の
」
と
い
う

刷
り
込
み
も
こ
の
頃
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。福

島
に
帰
っ
て
両
親
に
は
大
学
を

勉
強
一
筋
の
福
高
生

東
京
で
俳
優
の
道
に

佐藤 B作さん
（高校19回）
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や
め
た
い
と
正
直
に
話
し
ま
し
た
。
長

男
が
せ
っ
か
く
東
京
の
大
学
に
入
っ

た
の
に
、
や
め
て
俳
優
に
な
る
な
ん
て

言
っ
て
る
わ
け
で
す
か
ら
、
勘
当
で

す
。
仕
送
り
も
な
く
な
り
ま
し
た
。

■
そ
の
後
の
俳
優
生
活
に
つ
い
て
。

学
生
で
は
な
く
な
っ
た
の
で
新
し

い
劇
団
を
探
し
ま
し
た
が
、
受
け
る
劇

団
に
す
べ
て
落
と
さ
れ
ま
し
た
。
そ
ん

な
な
か
、
六
本
木
の
「
自
由
劇
場
」
の

創
立
メ
ン
バ
ー
に
佐
藤
博
さ
ん
と
い

う
福
高
Ｏ
Ｂ
が
い
る
と
知
り
、
さ
っ
そ

く
訪
ね
て
「
入
団
試
験
に
落
ち
た
ん
で

す
」
と
泣
き
つ
き
ま
し
た
。
佐
藤
さ
ん

が
「
そ
ん
な
に
演
劇
が
好
き
な
ら
、
裏

方
の
仕
事
で
よ
か
っ
た
ら
」
と
口
を
き

い
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

裏
方
は
小
道
具
づ
く
り
や
舞
台
の

音
響
の
仕
事
で
し
た
。
特
に
音
響
の
仕

事
は
筋
が
良
か
っ
た
ら
し
く
て
、
音
響

は
働
き
口
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
俳
優

よ
り
も
食
え
る
ぞ
と
何
度
も
誘
わ
れ

ま
し
た
。
で
も
半
年
ま
じ
め
に
務
め
て

よ
う
や
く
俳
優
に
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
給
料
は
あ
り
ま
せ
ん
か

ら
、
稽
古
以
外
の
深
夜
か
ら
朝
ま
で
は

ア
ル
バ
イ
ト
を
掛
け
持
ち
で
す
。

売
れ
な
い
頃
に
辛
か
っ
た
の
は
、
福

島
に
帰
省
す
る
時
で
す
ね
。
お
ふ
く

ろ
か
ら
は
、「
ご
近
所
に
目
立
た
な
い

よ
う
に
帰
れ
」
っ
て
言
わ
れ
て
ま
し

た
。
だ
っ
て
近
所
で
は
東
京
の
大
学
を

出
た
っ
て
こ
と
に
な
っ
て
る
ん
で
す

か
ら
。
な
る
べ
く
夜
遅
く
福
島
に
着
い

て
、
朝
６
時
の
始
発
の
飯
坂
電
車
に

乗
っ
て
街
に
追
わ
れ
る
よ
う
に
東
京

に
帰
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
お
ふ
く
ろ

は
駅
ま
で
見
送
り
に
来
て
、
頑
張
れ
っ

て
手
を
振
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
24
歳
の
と
き
今
の
劇
団

「
東
京
ヴ
ォ
ー
ド
ヴ
ィ
ル
シ
ョ
ー
」
を

結
成
し
ま
し
た
が
、
ア
ル
バ
イ
ト
生
活

は
10
年
以
上
つ
づ
き
ま
し
た
。

欽
ち
ゃ
ん
番
組
で
人
気
に

■
テ
レ
ビ
で
も
活
躍
す
る
よ
う
に

　
な
っ
た
き
っ
か
け
は
。

売
れ
た
き
っ
か
け
は
、
萩
本
欽
一
さ

ん
で
す
。
ち
ょ
う
ど
30
代
半
ば
に
か
け

て
Ｔ
Ｂ
Ｓ
の
『
週
刊
欽
曜
日
』
と
い
う

番
組
に
出
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の

前
に
同
じ
劇
団
の
山
口
良
一
が
萩
本

さ
ん
の
番
組
に
出
て
い
た
の
で
、
座
長

と
し
て
挨
拶
で
お
会
い
し
た
ん
で
す
。

私
を
見
る
な
り
萩
本
さ
ん
か
ら
「
テ
レ

ビ
に
出
な
い
？
」
と
誘
わ
れ
ま
し
た
。

萩
本
さ
ん
は
け
っ
こ
う
人
見
知
り
で

シ
ャ
イ
な
方
。
私
の
初
対
面
の
挨
拶
が

素
っ
気
な
か
っ
た
の
が
か
え
っ
て
良

か
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

で
も
そ
れ
か
ら
が
大
変
で
す
。
テ
レ

ビ
の
や
り
方
に
鍛
え
ら
れ
ま
し
た
。
何

よ
り
番
組
の
作
り
方
に
驚
き
ま
し
た
。

１
時
間
番
組
な
の
に
本
番
は
２
時
間

の
収
録
。
そ
の
後
の
反
省
会
が
４
〜
５

時
間
で
す
。
萩
本
さ
ん
は
お
酒
を
飲

ま
な
い
人
。
私
な
ん
か
早
く
冷
た
い

ビ
ー
ル
を
飲
み
た
い
と
思
う
の
で
す

が
、
延
々
と
反
省
会
が
続
く
ん
で
す
。

演
劇
と
は
ま
っ
た
く
違
う
世
界
に

入
っ
て
、
萩
本
さ
ん
に
は
芸
能
界
で
の

お
付
き
合
い
か
ら
テ
レ
ビ
で
の
笑
い

の
取
り
方
を
仕
込
ま
れ
ま
し
た
。
本
当

に
良
い
出
会
い
だ
っ
た
と
、
今
で
も
と

て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

テ
レ
ビ
で
売
れ
た
ら
芝
居
の
お
客

さ
ん
も
増
え
、
ド
ラ
マ
の
仕
事
も
来
ま

し
た
。
お
茶
の
間
に
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
ら
今
度
は
福
島
に
帰
省
し
て

も
大
歓
迎
で
す
よ
。「
佐
藤
Ｂ
作
、
た

だ
い
ま
帰
っ
て
参
り
ま
し
た
！
」
っ
て

飯
坂
温
泉
を
ま
る
で
凱
旋
パ
レ
ー
ド

で
し
た
。

劇
団
創
立
40
年
を
迎
え
て

■
２
０
１
３
年
に
劇
団
立
ち
上
げ
か
ら

　
40
年
を
迎
え
ま
し
た
。

現
在
、
創
立
40
周
年
記
念
興
行
で
全

国
を
ま
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
脚
本
の

一
つ
を
作
家
の
三
谷
幸
喜
さ
ん
に
書

い
て
も
ら
い
ま
し
た
。
私
は
ど
う
し
て

も
生
ま
れ
育
っ
た
福
島
の
こ
と
を
書

い
て
も
ら
い
た
か
っ
た
の
で
、「
東
北

の
村
の
村
長
選
挙
を
舞
台
に
し
た
お

芝
居
」
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

そ
し
て
で
き
あ
が
っ
た
の
が
『
田
茂

神
家
の
一
族
』
で
す
。
念
願
か
な
っ
て

２
０
１
５
年
に
は
福
島
市
で
も
公
演

し
ま
し
た
。
喜
劇
で
す
か
ら
、
復
興
に

向
け
て
少
し
で
も
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
て
、
元
気
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い

と
の
思
い
で
し
た
。
お
陰
さ
ま
で
ど
こ

よ
り
も
入
場
者
が
入
っ
て
、
ど
こ
よ
り

も
笑
っ
て
も
ら
え
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
喜
劇
に
こ
だ

わ
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
芝
居
を
観

に
来
て
く
れ
た
人
が
、
笑
っ
た
り
、
泣

い
た
り
。
芝
居
が
終
わ
っ
て
小
屋
か
ら

出
た
と
き
に
、「
今
日
は
良
い
も
の
を

観
た
ね
、
楽
し
か
っ
た
ね
、
あ
す
か
ら

も
頑
張
ろ
う
」
と
い
う
気
持
ち
に
な
れ

る
芝
居
を
俳
優
と
し
て
演
じ
続
け
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■
福
高
後
輩
へ
の

　
激
励
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

何
よ
り
自
分
が
な
り
た
い
も
の
、
や

り
た
い
こ
と
を
見
つ
け
る
こ
と
で
す

ね
。
職
業
で
も
何
で
も
い
い
か
ら
、
と

こ
と
ん
自
分
を
信
じ
て
、
自
信
が
持
て

る
ま
で
努
力
し
て
、「
な
る
ん
だ
」
と

思
い
込
め
る
こ
と
、
つ
ま
り
は
「
好
き

に
な
れ
る
こ
と
」
だ
と
思
い
ま
す
。

で
も
、
今
は
頑
張
ら
な
く
て
も
そ
こ

そ
こ
生
き
て
い
け
る
時
代
で
す
。
夢
を

か
な
え
る
た
め
の
出
会
い
や
き
っ
か

け
は
、
自
分
で
努
力
し
て
見
つ
け
る
必

要
が
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
こ
で
見

つ
け
た
も
の
が
本
当
に
求
め
て
い
た

答
え
に
な
る
と
信
じ
て
ほ
し
い
で
す

ね
。

「田茂神家の一族」から  ［撮影 ： 加藤孝］

「その場しのぎの男達たち」から  ［撮影 ： 加藤孝］

●日時：平成29年5月26日（金）
 【受付】18時　【開宴】18時半
●会場：東京グリーンパレス（麹町）

佐藤B作さん（高校19回）
特別ゲスト
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福
島
県
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ「
日

本
橋
ふ
く
し
ま
館 
Ｍ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｔ
Ｔ
Ｅ

（
ミ
デ
ッ
テ
）」は
、首
都
圏
に
お
け

る
地
域
情
報
の
発
信
拠
点
と
し
て

２
０
１
４
年
４
月
、東
京
・
日
本
橋
に

オ
ー
プ
ン
し
た
。福
島
が
全
国
に
誇

る
日
本
酒
や
果
物
、工
芸
品
な
ど
の

特
産
物
を
取
り
扱
う
と
と
も
に
、季

節
の
観
光
情
報
や
食
の
安
全
・
安
心

を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。昨
年
11
月
に
は

来
館
者
１
０
０
万
人
を
突
破
。首
都

圏
在
住
の
福
島
県
出
身
者
の
み
な
ら

ず
、全
国
的
な
知
名
度
ア
ッ
プ
に
貢

献
す
る
お
店
に
な
っ
た
。

店
名
の
愛
称
で
あ
る
「
Ｍ
Ｉ
Ｄ
Ｅ

Ｔ
Ｔ
Ｅ
（
ミ
デ
ッ
テ
）」
は
、
福
島

県
の
皆
さ
ん
ご
存
じ
の
「
見
で
っ

て
」
と
い
う
方
言
か
ら
取
ら
れ
た
も

の
。「
見
て
ね
、
来
て
み
て
ね
」
と

い
う
、
お
客
さ
ま
を
お
誘
い
し
て
お

迎
え
す
る
「
お
も
て
な
し
」
の
気
持

ち
を
表
し
た
言
葉
で
す
。
日
本
橋
は

江
戸
の
中
心
地
で
、
今
で
も
全
国
各

地
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
が
集
中
し

て
お
り
、
銀
座
や
東
京
駅
に
も
近
い

の
で
、
ど
な
た
も
気
軽
に
お
立
ち
寄

り
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
オ
ー
プ
ン
か
ら
館
長
を
務
め
る
加

藤
さ
ん
は
、福
島
県
職
員
か
ら
公
益

財
団
法
人
福
島
県
観
光
物
産
交
流

協
会
へ
の
出
向
。福
島
市
立
第
三
中

学
を
卒
業
、福
高
入
学
後
は
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
部
に
所
属
。創
価
大
法
卒
業

後
、１
９
９
２
年
福
島
県
に
入
庁
し

た
。こ
れ
ま
で
福
島
空
港
開
港
に
携

わ
っ
た
り
、県
大
阪
事
務
所
へ
の
赴
任

経
験
は
あ
る
も
の
の
、東
京
で
の
単

身
赴
任
は
も
ち
ろ
ん
店
舗
の
運
営
は

初
め
て
の
こ
と
だ
っ
た
。

２
０
１
４
年
４
月
12
日
の
オ
ー
プ

ン
初
日
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
の
ニ
ュ
ー

ス
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
消
費
増
税

と
時
期
が
重
な
る
苦
労
も
あ
り
ま
し

た
が
、
首
都
圏
で
福
島
県
の
復
興
を

応
援
し
た
い
と
い
う
た
く
さ
ん
の
熱

い
思
い
に
支
え
て
い
た
だ
き
、
な
ん

と
か
オ
ー
プ
ン
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

お
客
さ
ま
か
ら
「
お
い
し
か
っ
た
」

「
が
ん
ば
っ
て
」「
ま
た
来
る
よ
」
と

声
を
か
け
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
大

き
な
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

都
内
で
の
復
興
イ
ベ
ン
ト
の
出
店

で
福
高
の
同
級
生
と
15
年
ぶ
り
に
再

会
す
る
な
ど
人
と
人
と
の
縁
や
郷
土

の
人
の
心
の
温
か
さ
を
い
つ
も
感
じ

て
い
ま
す
。
実
際
に
東
京
に
住
ん
で
、

東
京
で
し
か
得
ら
れ
な
い
貴
重
な
経

験
を
通
し
て
、
あ
ら
た
め
て
福
島
県

の
す
ば
ら
し
さ
が
実
感
で
き
た
こ
と

は
大
き
な
収
穫
で
す
。
福
島
県
に
は

全
国
に
自
慢
で
き
る
す
ば
ら
し
い
名

産
品
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
こ
の
こ
と

が
、
郷
土
に
対
す
る
自
信
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
11
月
に
は
来
館
者
１
０
０
万

人
を
達
成
。こ
れ
か
ら
の
目
標
は
。

お
か
げ
さ
ま
で
オ
ー
プ
ン
か
ら
約

２
年
７
カ
月
で
１
０
０
万
人
の
来
館

者
を
達
成
で
き
ま
し
た
。
ご
利
用
い

た
だ
い
て
い
る
お
客
さ
ま
に
感
謝
す

る
と
と
も
に
、
よ
り
愛
さ
れ
る
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
づ
く
り
に
ス
タ
ッ
フ

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。
今

後
も
当
館
を
応
援
し
て
い
た
だ
け
る

「
リ
ピ
ー
タ
ー
」
を
増
や
す
た
め
に

も
商
品
を
充
実
し
て
い
く
考
え
で
す
。

　
広
さ
４
５
０
平
方
メ
ー
ト
ル
の
店

舗
に
は
、食
品
２
１
０
０
点
、工
芸
品

４
０
０
点
の
あ
わ
せ
て
２
５
０
０
点

の
厳
選
さ
れ
た
名
産
品
が
並
ぶ
。い

ま
加
藤
さ
ん
が
取
り
組
ん
で
い
る
の

が
、福
島
の
生
産
者
と
首
都
圏
の
消

費
者
の
交
流
の
場
を
つ
く
る
こ
と
だ
。

「
旬
の
産
品
を
通
じ
て
福
島
の
季

節
を
お
届
け
す
る
」
た
め
に
、
生
産

者
の
皆
さ
ん
に
当
館
ま
で
来
て
い
た

だ
い
て
自
慢
の
産
品
を
直
接
Ｐ
Ｒ
し

て
も
ら
う
取
り
組
み
が
好
評
で
す
。

ラ
ー
メ
ン
、
蕎
麦
、
日
本
酒
、
果
物
、

伝
統
工
芸
品
な
ど
自
治
体
・
商
工
会

を
含
め
て
こ
れ
ま
で
約
２
０
０
団
体

に
ご
参
加
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
ふ
る
さ
と
の
皆
さ
ん
と
首

都
圏
の
お
客
さ
ま
と
の
対
話
・
交
流

を
お
手
伝
い
し
な
が
ら
、
も
っ
と

も
っ
と
福
島
県
の
魅
力
を
伝
え
て
い

き
た
い
で
す
ね
。

郷
土
の
名
産
一
堂
に
首
都
圏
で
情
報
発
信

日
本
橋
ふ
く
し
ま
館 

Ｍ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｔ
Ｔ
Ｅ（
ミ
デ
ッ
テ
）館
長

　
加
藤 

泰
広
さ
ん（
高
校
38
回
）

東京メトロ「三越前駅」、JR「新日本橋駅」から歩いてすぐ
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平
成
28
年
度
み
や
ぎ
梅
苑
会
総
会

が
９
月
15
日
仙
台
市
青
葉
区
の
ハ
ー

ネ
ル
仙
台
に
て
開
催
さ
れ
た
。

今
年
は
大
学
生
か
ら
80
代
ま
で
約

70
名
と
過
去
最
高
の
出
席
者
が
集
い

開
会
し
た
。

総
会
は
橋
本
俊
一
氏
（
高
21
回
）

の
司
会
の
も
と
物
故
会
員
に
黙
祷
を

捧
げ
た
後
、
鈴
木
征
夫
会
長
（
高
12

回
）
が
「
同
窓
生
の
絆
を
深
め
、
同

窓
会
を
盛
り
上
げ
て
行
き
た
い
」
と

挨
拶
し
議
長
席
に
着
い
た
。

議
案
と
し
て
①
平
成
27
年
度
事
業

報
告
・
会
計
報
告
及
び
監
査
報
告
、

②
平
成
28
年
度
事
業
計
画
案
・
予
算

案
、
が
審
議
さ
れ
何
れ
も
満
場
一
致

で
承
認
さ
れ
た
。

恒
例
の
懇
親
会
は
同
窓
会
の
渡
辺

健
寿
会
長
、
母
校
よ
り
菅
野
誠
校
長
、

半
澤
裕
介
P
T
A
会
長
、
関
東
梅

苑
会
よ
り
二
階
堂
晋
一
会
長
、
島
田

久
幹
事
、
同
窓
会
本
部
よ
り
今
関
達

也
事
務
局
長
，
渡
邊
兼
綱
・
中
原
勝

両
事
務
局
次
長
を
来
賓
に
お
迎
え
し

開
会
し
た
。

挨
拶
に
立
た
れ
た
渡
辺
健
寿
会
長

か
ら
太
宰
府
天
満
宮
へ
御
礼
と
し
て

‘
福
高
の
暁
’
の
若
木
を
植
え
て
頂

い
た
こ
と
な
ど
の
ご
報
告
と
、「
地

域
・
職
域
で
同
窓
会
の
絆
を
深
め
た

い
」
と
ご
挨
拶
が
あ
り
、
菅
野
誠
校

長
か
ら
は
大
学
進
学
状
況
や
文
化

部
・
体
育
部
各
部
の
活
発
な
活
動
な

ど
生
徒
達
の
文
武
両
面
で
の
活
躍
の

紹
介
を
兼
ね
た
ご
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。会

は
各
来
賓
の
方
々
か
ら
の

ご
挨
拶
、
恒
例
の
初
出
席
者
の

方
々
の
シ
ョ
ー
ト
ス
ピ
ー
チ
お
よ

び
N
H
K
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
X
風

A
K
A
Z
A
会
の
シ
ョ
ー
ト
ム
ー

ビ
ー
な
ど
、
名
司
会
の
進
行
の
も
と

大
き
な
盛
り
上
が
り
の
中
で
進
み
、

同
じ
学
び
舎
を
巣
立
っ
た
同
窓
生
が

来
賓
の
方
々
を
含
め
互
い
に
テ
ー
ブ

ル
間
を
移
動
し
、
世
代
・
職
域
を
超

え
和
気
藹
々
と
賑
や
か
に
交
流
を
し

ま
し
た
。

そ
の
後
、
合
唱
部
O
B
の
西
村

晃
一
（
高
28
回
）・
駒
場
悟
（
高
32

回
）
両
氏
の
リ
ー
ド
に
よ
り
出
席
者

全
員
で
校
歌
を
高
ら
か
に
歌
い
上
げ
、

最
後
に
90
代
応
援
団
長
佐
久
間
崇
裕

氏
（
高
41
回
）
の
伸
び
と
張
り
の
あ

る
声
の
リ
ー
ド
に
よ
り
全
員
に
よ
る

応
援
歌
と
エ
ー
ル
に
て
熱
気
は
更
に

ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
、
参
加
者
か
ら
「
楽

し
か
っ
た
。
良
か
っ
た
。」
と
の
言

葉
を
頂
き
な
が
ら
1
年
後
の
再
会

を
期
し
盛
会
裡
に
終
了
し
た
。

み
や
ぎ
梅
苑
会
だ
よ
り

＝
広
げ
よ
う
！ 

親
睦
と
交
流
の
輪
を
＝

み
や
ぎ
梅
苑
会
総
会
・
懇
親
会
開
催

column

仙
台
市
出
身
の
詩
人

土
井
晩
翠
が
作
詞
し
た

全
国
各
地
の
校
歌
を
、

在
校
生
や
同
窓
生
が
披

露
す
る
題
記
の
会
（
没

後
50
年
に
あ
た
る
平
成

14
年
よ
り
隔
年
毎
に
開

催
）が
10
月
16
日（
日
）

に
氏
の
出
身
校
で
あ
る

仙
台
市
立
立
町
小
学
校

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
８
回
に
当
た
る
今

回
は
初
参
加
の
３
校
を

加
え
過
去
最
多
の
参
加

校
と
な
り
、
地
元
の
小

中
学
校
在
校
生
か
ら
高

齢
の
卒
業
生
達
ま
で
北

海
道
や
高
知
県
な
ど
全
国
各
地
か
ら
16
団
体
が
校
歌
を
発
表
し
、

５
団
体
が
録
音
で
披
露
し
ま
し
た
。

み
や
ぎ
梅
苑
会
は
平
成
15
年
の
第
２
回
よ
り
有
志
が
集
い
継
続

し
て
参
加
し
て
お
り
、
今
回
も
鈴
木
征
夫
会
長
（
高
12
回
）
初
め

15
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
前
回
に
引
き
続
き
東
北
大
学
混
声
合
唱

団
の
メ
ン
バ
ー
３
人
お
よ
び
福
島
か
ら
も
２
人
駆
け
つ
け
て
頂
き
、

学
校
紹
介
の
あ
と
　
校
歌
１
・
２・
５
番
を
披
露
、
会
場
一
杯
に
見

事
な
声
量
と
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
響
か
せ
満
場
の
拍
手
を
浴
び
地
元
紙

に
も
校
名
入
り
で
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

見
事
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
で
校
歌
を
披
露

第
８
回「
土
井
晩
翠
先
生
が
作
詞
し
た
校
歌
を

い
っ
し
ょ
に
歌
い
ま
し
ょ
う
の
会
」参
加
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同
窓
会
員
の
皆
様
方
に
は
、
日
頃
よ

り
母
校
に
対
し
ま
し
て
物
心
両
面
に

亘
る
絶
大
な
る
御
支
援
と
御
協
力
を

賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
今
年
度
も
生
徒
た
ち
は
様
々

な
分
野
で
活
躍
を
見
せ
て
く
れ
ま
し

た
。
運
動
部
で
は
、
中
国
地
方
で
開
催

さ
れ
た
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会
に
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
が
男
女
個
人

で
、
部
は
あ
り
ま
せ
ん
が
フ
ェ
ン
シ
ン

グ
で
は
個
人
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

文
化
部
で
は
、
広
島
県
で
開
催
さ
れ
た

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
に
、
囲
碁

部
が
男
子
団
体
の
一
人
と
し
て
、
女
子

で
は
個
人
で
、
将
棋
部
が
個
人
で
、
さ

ら
に
梅
章
委
員
会
、
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
研
究

部
、
Ｓ
Ｓ
部
が
出
場
し
、
加
え
て
個
人

と
し
て
吟
詠
剣
詩
舞
部
門
に
と
多
く

の
生
徒
が
出
場
し
て
お
り
ま
す
。
梅
章

委
員
会
は
全
国
高
校
新
聞
年
間
紙
面

審
査
入
賞
に
よ
り
、
来
年
度
も
続
け
て

出
場
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

囲
碁
部
（
男
女
団
体
と
男
子
個
人
）

と
将
棋
部
（
男
子
個
人
）
は
そ
れ
ぞ
れ

の
全
国
大
会
に
も
出
場
を
果
た
し
ま

し
た
。
ま
た
、
ク
イ
ズ
研
究
部
が
全
国

高
等
学
校
ク
イ
ズ
選
手
権
と
エ
コ
ノ

ミ
ク
ス
甲
子
園
に
出
場
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
Ｓ
Ｓ
部
は
首
都
圏
の
四
都
県
と

五
つ
の
政
令
指
定
都
市
で
構
成
さ
れ

る
九
都
県
市
首
脳
会
議
に
招
か
れ
て

福
島
の
復
興
に
つ
い
て
意
見
を
発
表

し
、
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
千
葉
市
で
こ

の
三
月
に
発
行
さ
れ
る
「
ち
ば
市
政
だ

よ
り
」
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

こ
の
よ
う
に
生
徒
た
ち
の
活
躍
の

場
は
年
々
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

こ
れ
も
文
部
科
学
省
が
推
進
す
る
Ｓ

Ｓ
Ｈ
（
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス

ク
ー
ル
）
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
た
大

き
な
成
果
で
す
。
Ｓ
Ｓ
Ｈ
事
業
の
目

的
は
国
際
的
に
活
躍
す
る
有
為
な
科

学
技
術
系
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
に

あ
り
ま
す
が
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
事
業
そ
の
も
の

が
キ
ャ
リ
ア
教
育
で
あ
り
、
本
校
が
取

り
組
む
主
た
る
目
的
は
、「
梅
章
の
教

え
」
を
体
現
し
、「
福
高
で
の
学
び
」

を
確
立
す
る
こ
と
に
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
本
校
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
事
業
は
今

年
度
が
Ⅱ
期
目
の
最
終
年
と
な
り
ま

し
た
が
、
現
行
の
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー

試
験
に
代
っ
て
平
成
三
十
二
年
度
大

学
入
試
か
ら
の
導
入
が
予
定
さ
れ
て

い
る
「
新
テ
ス
ト
」
が
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
事
業

の
成
果
を
も
と
に
打
ち
出
さ
れ
て
き

て
い
る
こ
と
も
踏
ま
え
れ
ば
、
Ⅲ
期
目

に
取
り
組
む
こ
と
は
必
然
の
こ
と
と

考
え
て
お
り
、
先
頃
事
業
の
継
続
を
申

請
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
平
生
の

授
業
の
充
実
は
勿
論
の
こ
と
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ

事
業
や
リ
ベ
ラ
ル
ゼ
ミ
等
を
通
し
て
、

未
来
を
担
う
生
徒
た
ち
が
、
獲
得
し
た

知
識･

技
能
を
活
用
し
て
、
課
題
解
決

に
必
要
な
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力

や
主
体
的
に
物
事
に
取
り
組
む
姿
勢

を
身
に
付
け
、
し
っ
か
り
と
羽
ば
た
い

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
教
職
員

一
同
力
を
合
わ
せ
て
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

本
校
の
教
育
活
動
を
さ
ら
に
充
実

し
た
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
会
員
の

皆
様
の
お
力
添
え
が
不
可
欠
で
す
。
今

後
と
も
、
母
校
に
対
す
る
よ
り
一
層
の

御
支
援
と
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

【アーチェリー部】
●全国高等学校総合体育大会
　男子　個人戦（鈴木響）
　女子　個人戦（三浦晶）

【囲碁部】
●全国高等学校囲碁選手権大会
　男子　団体戦　個人戦　鈴木佑哉
　女子　団体戦
●全国高等学校総合文化祭　囲碁部門
　団体戦福島県代表　滝田真大
　女子個人戦　　　　廣川佳央莉

【将棋部】
●全国高等学校将棋選手権大会
●全国高等学校将棋新人大会
●全国高等学校将棋竜王戦
　男子　個人戦　野田大輔

【梅章委員会】
●全国高校新聞年間紙面審査　優良賞

【ジャズ研究部】
●全国高等学校総合文化祭
　器楽・管弦楽部門

【クイズ研究部】
●全国高等学校クイズ選手権
●全国高校生金融経済クイズ選手権「エコノミクス甲子園」

【ＳＳ部】
●化学グランプリ 2016　銅賞　羽田浩樹
●全国高等学校総合文化祭　自然科学部門　生物班・化学班
●日本学生科学賞（中央審査　入選３等）…「マグネシウム二次電池に関する研究」
●高校化学グランドコンテスト（ポスター賞）…「マグネシウム二次電池に関する研究」
●科学・技術論文野口英世賞（優秀賞）…「福島高校の高校生線量調査」
●日本動物学会東北支部大会（優秀賞）…「硬骨魚における好適環境水の優位性」
 「アホロートルの変態に関する研究」

福高生、全国大会で躍動

福島高等学校長
菅野 誠

部活動成績

column

あの衝撃的な東日本大震災から六年が過
ぎましたが、その間ずっと福島高校の事が
気になっていました。私達は福岡県立福島
高校の卒業生ですが、母校と同じ名前だと
いうことで、なんだか他人事とは思えな
かったのです。

私達は四年前に還暦同窓会を開き、これ
までの人生を振り返った時、福島高校で学
んだ三年間が人生の礎となり、その良き思
い出と共に学んだ仲間が人生の原動力だっ
たとの思いに至りました。今日まで生かし
て頂いたことに感謝するとともに、これか
らは何か少しでも人のお役に立つようなこ
とができたらいいなと話し合いました。そ
して、これまでの人生で最も衝撃だった東
日本大震災、その復興祈念とともに福島高
校の生徒さん方の健やかな成長を願って、
貴校の校庭に桜の木を植樹させていただく
事をお願いしました。

それから三年。昨年５月に晴れて福島の
地を訪れ植樹させていただき、貴校の皆様
の心温まる対応に大変感激をいたしました。

この桜の木には震災の復興と生徒さん方
の希望あふれる人生を見守ってほしいとの
願いを込めて「希望の桜」と名付けました。

私達は遠く福岡の地から一日も早い復興
と、福島高校の益々の発展をお祈りし続け
ますとともに、春には美しく咲いた希望の
桜を見に行くことを楽しみにしています。

福高の絆「希望の桜」
への思い

福岡県立福島高等学校
昭和46年度卒業生
副会長 今村辰子



　進学展望

大学合格者数（過年度卒を含む）
項 平成

28年
平成
27年

平成
26年

平成
25年

合

格

者

数

国

公

立

大

北 海 道 大 6 10 6 9
岩 手 大 5 2 4 3
東 北 大 40 41 37 26
山 形 大 14 12 10 10
福 島 大 29 24 21 19
茨 城 大 8 4 2 3
筑 波 大 6 6 9 7
宇 都 宮 大 3 0 4 7
埼 玉 大 8 5 6 6
千 葉 大 12 7 15 14
東 京 大 6 5 6 3
東 京 外 語 大 2 2 1 0
東 京 工 業 大 1 0 5 2
一 橋 大 0 0 5 3
横 浜 国 立 大 4 2 6 4
新 潟 大 16 13 15 9
京 都 大 2 3 4 1
そ の 他 29 26 22 21
県 立 医 科 大 17 15 24 17
高 崎 経 済 大 1 3 4 1
そ の 他 13 11 5 16
小 計 222 191 211 181

私

立

大

慶 應 義 塾 大 11 14 15 10
早 稲 田 大 27 20 27 28
中 央 大 31 42 41 27
明 治 大 27 31 39 48
法 政 大 33 25 41 19
立 教 大 9 15 17 40
日 本 大 18 12 13 17
東 北 学 院 大 7 5 13 5
同 志 社 大 2 3 7 2
そ の 他 278 262 239 251
小 計 443 429 452 447

準 大 学 2 1 2 1
短 期 大 学 3 1 3 1
各 種 学 校 4 0 0 0
合 計 674 622 668 630

就 職 0 0 0 1

入試出願状況（現役の延べ数・推薦、AOは含まない）2月3日現在
項 大学名 平成

29年
平成
28年

平成
27年

平成
26年

国

公

立

大

北 海 道 大 16 16 15 13
岩 手 大 11 6 6 3
東 北 大 59 75 95 69
山 形 大 23 34 6 20
福 島 大 68 89 63 72
茨 城 大 8 17 12 13
筑 波 大 18 12 12 22
宇 都 宮 大 6 3 5 10
埼 玉 大 14 13 9 18
千 葉 大 31 29 18 36
東 京 大 10 10 18 16
東 京 外 語 大 5 3 0 5
東 京 工 業 大 6 3 6 4
一 橋 大 0 0 6 7
横 浜 国 立 大 2 8 6 9
新 潟 大 52 27 34 32
京 都 大 4 6 5 8
そ の 他 66 44 81 53
県 立 医 科 大 22 28 49 56
県 立 会 津 大 3 1 1 0
高 崎 経 済 大 7 6 9 8
そ の 他 46 40 33 19

私

立

大

東 北 学 院 大 13 15 3 12
青 山 学 院 大 19 14 23 17
慶 應 義 塾 大 8 14 30 25
上 智 大 10 8 2 5
中 央 大 66 65 64 42
東 京 理 科 大 21 28 24 21
日 本 大 25 26 18 18
法 政 大 50 51 48 39
明 治 大 58 66 63 74
立 教 大 33 19 50 37
早 稲 田 大 56 40 69 64
そ の 他 254 269 253 253

国 立 大 学 合 計 399 395 397 410
公 立 大 学 合 計 78 75 92 83
私 立 大 学 合 計 613 615 647 607
総 計 1,090 1,085 1,136 1,100 
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平
成
二
十
九
年
度
の
大
学
入
試
セ
ン

タ
ー
試
験
は
、
新
学
習
要
領
へ
の
移
行
に

伴
い
、
昨
年
、
英
語
・
国
語
・
地
歴
・

公
民
が
新
課
程
に
移
行
し
全
科
目
に
つ
い

て
新
学
習
要
領
範
囲
で
の
実
施
と
な
っ
た

た
め
出
題
分
野
や
実
施
方
法
や
出
題
内
容

に
つ
い
て
変
化
は
な
く
生
徒
達
に
混
乱

は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
総
受
験
者
数
は

五
十
四
万
七
千
八
百
九
十
二
人
で
昨
年
よ

り
一
万
一
千
六
十
四
人
多
か
っ
た
。

全
国
の
科
目
別
平
均
点
で
は
、
昨
年
、

大
幅
に
上
昇
し
た
国
語
（
二
百
点
満
点
）

が
二
十
二
点
ダ
ウ
ン
し
た
。
一
方
、
英
語

（
同
）
は
十
点
程
度
、
数
学
は
数
学
Ⅰ
・

Ａ
（
百
点
満
点
）
で
五
点
程
度
、
数
学

Ⅱ
・
Ｂ
（
同
）
で
四
点
ア
ッ
プ
し
た
。
理

科
で
は
文
系
生
の
受
験
が
中
心
と
な
る
基

礎
科
目
は
生
物
基
礎
（
五
十
点
満
点
）
が

三
十
九
・
四
七
点
で
過
去
最
高
だ
っ
た
一

方
、大
半
の
理
系
生
が
受
験
す
る
化
学（
百

点
満
点
）
が
五
十
一
・
九
四
点
で
過
去
最

低
と
な
り
、
理
系
生
は
理
科
で
得
点
で
き

な
か
っ
た
と
感
じ
る
生
徒
が
昨
年
度
に
続

き
多
い
の
で
は
な
い
か
。
多
く
の
国
立
大

で
必
要
と
な
る
七
科
目
の
平
均
点
は
、
文

系
型
で
若
干
の
上
昇
、
理
系
で
若
干
の
ダ

ウ
ン
が
見
込
ま
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況

の
中
、
本
校
の
三
年
生
は
全
国
平
均
と
比

較
し
文
系
型
、
理
系
型
と
も
六
十
五
点
程

度
上
回
る
予
想
だ
。

全
国
の
学
部
別
動
向
は
、い
わ
ゆ
る「
文

高
理
低
」
の
傾
向
が
続
い
て
い
る
が
、
系

統
に
よ
る
差
も
見
ら
れ
、
文
系
で
は
人
文
、

法
学
系
が
以
前
の
人
気
を
回
復
し
つ
つ
あ

る
。
理
系
で
は
通
信
情
報
系
、
建
築
土
木

系
の
人
気
が
高
ま
っ
て
い
る
。

本
校
に
お
け
る
志
願
動
向
だ
が
、
国
公

立
で
は
旧
帝
大
を
中
心
と
し
た
難
関
大
学

や
地
域
拠
点
大
学
へ
の
出
願
も
ほ
ぼ
例
年

通
り
だ
っ
た
。
具
体
的
な
出
願
数
に
つ
い

て
は
、下
記
の
「
入
試
出
願
状
況
」
に
示
す
。

東
北
大
の
出
願
数
は
、
前
期
だ
け
で
見

る
と
昨
年
同
様
、
五
十
五
名
で
あ
る
。
ま

た
、
福
島
大
は
前
期
で
二
十
八
名
の
出
願

で
昨
年
よ
り
３
名
減
。
福
島
県
立
医
科
大

学
の
前
期
は
医
学
部
に
六
名
、
看
護
学
部

に
五
名
が
出
願
し
た
。
新
潟
大
へ
の
出
願

が
例
年
よ
り
増
加
し
た
。
私
立
大
学
で
は

例
年
通
り
、
東
京
六
大
学
を
中
心
に
青
山

学
院
大
、
東
京
理
科
大
、
日
本
大
学
な
ど

へ
の
出
願
も
目
立
っ
て
い
る
。
私
立
大
学

の
総
出
願
数
は
こ
こ
数
年
ほ
ぼ
変
わ
っ
て

い
な
い
。

福
高
の
精
神
で
あ
る
「
世
の
為
た
れ
」

の
実
現
に
向
け
、
全
国
津
々
浦
々
に
美
し

い
梅
花
を
咲
か
せ
て
も
ら
い
た
い
。

進
路
希
望
の
動
向 

〜
津
々
浦
々
に
咲
き
誇
れ
、
梅
の
花
！
〜

進
学
展
望



　寄贈図書紹介・同窓会役員および事務局員

会長 渡辺　健寿 高17回
副会長 鈴木　征夫 高12回
副会長 内池　浩 高14回
副会長 二階堂　晋一 高16回
副会長 久米　允彦 高16回
副会長 片平　憲市 高19回

常任理事 佐藤　祀男 高11回
常任理事 齋藤    登 高12回
常任理事 磯貝　健郎 高13回
常任理事 林　恭良 高14回
常任理事 永倉　禮司 高15回
常任理事 佐藤　守 高16回
常任理事 富田　建一郎 高16回
常任理事 長谷川　好美 高17回
常任理事 歌川　和夫 高17回
常任理事 熊坂　英二 高18回
常任理事 佐久間　政文 高19回
常任理事 本多　修二 高20回

監事 鈴木　芳喜 高19回
監事 松野　孝司 高20回
理事 角田　征雄 高12回
理事 三瓶　昌久 高13回

松浦　健二 高18回

田中　訓樹 高22回

大橋　良一 高27回

塩澤　隆 高28回

今関　達也 高28回

国分　聡 高33回

丹治　崇 高36回

渡邊　兼綱 高36回

佐藤　隆夫 高37回

本多　信弥 高40回

中原　勝 高41回

八巻　勤 高42回

松井　暢彦 高53回

菅野　陽介 高54回

平成28年度
同窓会事務局員

平成28年度　同窓会役員

寄贈年月日 書　名 著　者　名 寄贈者（敬称略）
28.01.15 トコトンやさしいレアアースの本 西川有司、他 目時一徳

28.01.15 人と海洋の共生をめざして
150人のオピニオン　Ⅶ 海洋政策研究所 海洋政策研究所

28.02.24 七五調源氏物語　３ 中村博 中村博
28.02.24 修羅はよみがえった 宮沢賢治記念会 宮沢賢治記念会
28.02.24 宮沢賢治 宮沢賢治記念会 宮沢賢治記念会

28.02.24 いっしょに　2015 「いっしょに
2015」制作委員会 高松ボランティア協会

28.02.24 抜萃のつゞり 熊平製作所 クマヒラ

28.02.24 「第13回八香会となかま展」出品
作品の記録

福高第八回卒同期
会・八香会 春山哲朗

28.03.04 県文学集　第63集
平成27年度版

福島県文化スポーツ
局文化振興課 福島県

28.03.04 発信する学校図書館ディスプレイ 吉岡裕子、遊佐幸枝 福島県高等学校司書研修
会

28.03.14 県文学集　第63集
平成27年度版

福島県文化スポーツ
局文化振興課 福高職員

28.03.14 卒論・修論発表会を乗り切るため
の理系プレゼンの五輪書 斎藤恭一 筑波大学

28.03.14 元素の事典 山崎昶 筑波大学

28.03.14 もっと知りたい！「科学の芽」の
世界　１－４

「科学の芽」賞実行
委員会 筑波大学

28.03.14 生物学オリンピック問題集
実験編

国際生物学オリン
ピック日本委員会, 
筑波大学問題集〈実
験編〉編集委員会

筑波大学

28.03.14 福島高　梅章　縮刷版
「梅章」153号-168号

福島高等学校梅章委
員会 福島高等学校梅章委員会

28.03.23 ポスト資本主義 広井良典 福高職員
28.03.23 ハンナ・アーレント 矢野久美子 福高職員
28.03.23 新・幸福論 内山節 福高職員
28.03.23 生命と偶有性 茂木健一郎 福高職員
28.03.23 現象学という思考 田口茂 福高職員
28.03.23 映画とは何か 三浦哲哉 福高職員
28.04.20 誤解だらけの遺伝子組み換え作物 小島正美 エネルギーフォーラム

28.04.20 福島県短歌選集　第62巻
平成27年度版 福島県歌人会 福島県歌人会

28.04.20 東海福島県人会会報　ふくしま　
創立40周年記念誌 東海福島県人会 太田賢一

28.04.20 海洋白書　2016 海洋政策研究所 海洋政策研究所

28.04.20
東日本大震災記録写真集
「あの日」から私たちが歩んでき
た1827日

福島県 福島県

28.05.02 日本の反知性主義 内田樹 福高職員
28.05.26 建設機械レンタル会社図鑑 いわた慎二郎 ナビット
28.05.26 フェルメールとレンブラント TBSテレビ 福島県教育庁

28.05.26 高校生諸君！医療・福祉機器が福
島では、おもしろいんだってよ

教育用冊子編集委員
会 福島県商工労働部

28.05.26 タスキメシ 額賀澪 福高職員
28.05.26 ギケイキ 町田康 福高職員
28.06.07 規制の虜 黒川清 角田勝重（福高14回卒）
28.06.07 夕陽妄語　１－８ 加藤周一 角田勝重（福高14回卒）
28.07.01 規制の虜　　 黒川清 黒川清

28.07.01
国会事故調東京電力福島原子力発
電所事故調査委員会調査報告書　
本編

東京電力福島原子力
発電所事故調査
委員会

黒川清

寄贈年月日 書　名 著　者　名 寄贈者（敬称略）

28.07.01
国会事故調東京電力福島原子力発
電所事故調査委員会調査報告書　
会議録

東京電力福島原子力
発電所事故調査
委員会

黒川清

28.07.01
国会事故調東京電力福島原子力発
電所事故調査委員会調査報告書　
参考資料

東京電力福島原子力
発電所事故調査
委員会

黒川清

28.07.01
国会事故調東京電力福島原子力発
電所事故調査委員会調査報告書　
要約版

東京電力福島原子力
発電所事故調査
委員会

黒川清

28.07.01

The offi  cial report of the 
Fukushima Nuclear Accident 
Independent Investigation 
Commission executive 
summary

東京電力福島原子力
発電所事故調査
委員会

黒川清

28.07.04 七五調源氏物語　４ 中村博 中村博

28.07.27 吉田美和歌詩集　ＬＯＶＥ 吉田美和 「吉田美和歌詞集」
寄贈企画事務所

28.07.27 吉田美和歌詩集　ＬＩＦＥ 吉田美和 「吉田美和歌詞集」
寄贈企画事務所

28.07.27 吉田美和歌詩集　ＴＥＡＲＳ 吉田美和 「吉田美和歌詞集
」寄贈企画事務所

28.07.27 ミロのヴィーナスはなぜ傑作か？ 高階秀爾 角田勝重（福高14回卒）
28.07.27 憲法第九条 小林直樹 角田勝重（福高14回卒）
28.07.27 日本はなぜ脱原発できないのか 小森敦司 角田勝重（福高14回卒）
28.07.27 原発のウソ 小出裕章 角田勝重（福高14回卒）
28.07.27 死ぬための生き方 新潮４５編集部 角田勝重（福高14回卒）
28.07.27 死を見つめる心 岸本英夫 角田勝重（福高14回卒）

28.08.22 行政不服審査法の使いかた 幸田雅治、板垣勝彦、
他 板垣勝彦（福高51回卒）

28.08.22 フランス人のブブさん まじこ 福高職員

28.08.22 永遠の平和を願った春 宗像照男、熊田兀、
久保田親閲

宗像照男、熊田兀、久保
田親閲

28.09.12 樺太関係資料図録　樺太を生きる 全国樺太連盟
28.09.12 若い教師のための授業・HRづくり 片岡英明 片岡英明（福高21回卒）
28.09.23 上野千鶴子の選憲論 上野千鶴子 角田勝重（福高14回卒）
28.09.23 「教育七五三」の現場から 瀧井宏臣 角田勝重（福高14回卒）
28.09.23 豊かさの条件 暉峻淑子 角田勝重（福高14回卒）

28.10.12 あしながおじさん ジーン・ウェブス
ター あしなが育英会

28.10.12 七五調源氏物語　５ 中村博 中村博

28.11.04 数学オリンピック事典　基礎編・
応用編（２冊組）

数学オリンピック財
団 東邦銀行

28.11.04 岩波講座現代　１、３－９ 大澤真幸 東邦銀行

28.11.04 小説・マンガで見つける！
すてきな仕事　１－５ 学研教育出版 東邦銀行

28.11.21 角田柳作とドナルド・キーン 群馬県立土屋文明記
念文学館

群馬県立土屋文明記念文
学館

28.11.21 ＦＵＫＵＳＨＩＭＡ　ＦＯＵＲ　
ＳＥＡＳＯＮＳ 鈴木一利 鈴木一利

28.12.12 あなたにとって「働く」ってどう
いうこと？

福島県専修学校各種学校
連合会

28.12.15 テレビ現場からの告発！安倍政治
と言論統制 週刊金曜日 角田勝重（福高14回卒）

28.12.15 総合社会科入門 おかいさむ 岡崎勇

寄贈図書紹介（平成28年１月～12月）

福島県立福島高等学校同窓会　役員および事務局員

発行人：渡辺健寿　発行日：平成29年3月1日　印刷：㈱日進堂印刷所　　[題字は故若林名誉会長]

（その他多数の寄贈図書をいただきました）

みやぎ梅苑会事務局
〒981-0923　仙台市青葉区東勝山二丁目22-6
TEL.022-275-2887（落合　敏伸）

関東梅苑会事務局
〒150-0043　渋谷区道玄坂1-15-3　プリメーラ道玄坂110号信陵会館内
TEL.03-3462-1225　FAX.03-5489-1358（渡邉　誠）
http://www.kantobaienkai.ne.jp/index.html

同窓会事務局（福島高校内)
〒960-8002　福島市森合町5-72
TEL.024-535-2391　FAX.024-535-2392

理事 久家　孝夫 高13回
理事 上竹　豊 高14回
理事 萩原　義弘 高14回
理事 大谷　司 高14回
理事 岡崎　勇三郎 高15回
理事 鈴木　興一 高16回
理事 渡辺　博美 高17回
理事 横山　純 高17回
理事 木戸　孝志 高17回
理事 小林　勇一 高17回
理事 勢島　昇 高18回
理事 斎藤　高紀 高18回
理事 本多　純一郎 高19回
理事 花井　宣明 高20回
理事 伊藤　幹夫 高20回
理事 網代　智盟 高21回
理事 佐藤　信雄 高21回
理事 佐々木　孝司 高21回
理事 中田　茂実 高21回
理事 尾形　克彦 高22回
理事 芳賀　裕 高22回
理事 黒澤　信雄 高22回

理事 大野　順道 高22回
理事 木村　豊 高22回
理事 菅野　日出喜 高23回
理事 加藤　典義 高23回
理事 村上　正文 高23回
理事 江口　淳 高23回
理事 穂積　寿男 高23回
理事 鈴木　浩一 高23回
理事 高橋　雅行 高24回
理事 渋谷　修一 高24回
理事 石原　裕人 高24回
理事 渡邉　誠 高25回
理事 渡辺　久 高25回
理事 後藤　忠久 高26回
理事 土屋　牧雄 高26回
理事 丹治　正博 高26回
理事 武藤　進 高26回
理事 阿部　芳和 高27回
理事 片平　淳 高28回
理事 五十嵐　俊道 高28回
理事 加藤　勇治 高29回
理事 金子　弘保 高29回

理事 土田　淳 高29回
理事 島田　久 高31回
理事 八子　直樹 高31回
理事 大和田　利明 高31回
理事 太田　英晴 高31回
理事 樋口　幸一 高32回
理事 藤野　貴 高32回
理事 篠木　雄司 高33回
理事 吉成　健二 高33回
理事 関根　英樹 高33回
理事 渡辺　健二 高33回
理事 手塚　徹 高34回
理事 鈴木　宏幸 高36回
理事 阿久津　順二 高37回
理事 黒森　陽一 高37回
理事 板垣　隆 高37回
理事 大槻　剛人 高37回
理事 三浦　康伸 高39回
理事 日下　直哉 高39回
理事 引地　孝之 高44回
理事 吉田　大樹 高45回
理事 遠藤　武義 高52回


